
	 

	 日 時：平成２２年７月８日（木）、１５日（木） 

１３時３０分～１６時３０分 

会 場：山口県立大学 講堂 

対 象：医療機関・福祉施設等に勤務する医療従事者 

       関心のある方  

定 員：400 名程度 

受 講 料：4,000 円 

※受講回数に関わらず、一律料金とさせていただきます。 

募集締切：平成 22 年 6 月 30 日（水）17 時まで 

※定員になり次第、申込を終了致します。 

そ の 他：全プログラムを受講された方へ修了証を発行いたします。 

研修プログラム 

回 月日 時間 項目 内容 講師 

１ 

７ 月 ８ 日

（木） 

13時30分

～ 

16時30分 

感染対策の極意 

‐やってみよう、

KYT‐ 

感染対策の基本は標準予防策である。基

本や基礎についての参考書は山のように

存在している。ここでは臨床現場におい

て、その基本をどのように定着させている

かについての具体的方法論について考え

る。また、後半では臨床現場の写真を見

て、感染管理のベストプラクティスを一緒に

討論したいと考えている。（KYT：Kansen 

Yochi Trainig） 

本田 順一 先生 

２ 

７月１５日

（木） 

13時30分

～ 

16時30分 

ヒヤリ・ハット事例

の活用 

 

ヒヤリ・ハット報告から再発防止策の検

討は医療安全活動の根幹業務である。

患者に障害が生じなくても一連の診療の

中で生じたエラーを自発的に報告する。

そして、内在する要因を分析し、PDCAサ

イクルを回すことが重要と言われてい

る。 

ヒヤリ・ハット事例をどのように分析して

いくか具体的事例で展開する。 

富永 理子 先生 

※研修プログラムは、http://www.yamaguchi-pu.ac.jp/でご確認ください。 

 

 



 

＜講師の紹介＞ 

 

本田 順一（聖マリア病院） 

現在、聖マリア病院 医療安全管理本部 本部長、感染症科 診療部長、感染制御科 診療部

長。2000 年 4月インフェクションコントロールドクター認定医取得、2002 年 9月日本内科学会認定

内科医取得、2008 年 4 月より日本環境感染学会評議員。 

 

 

富永 理子(前 独立行政法人 国立病院機構 呉医療センター) 

 2002 年 4月から 2010年 3月まで独立行政法人国立病院機構呉医療センターの専任リスク

マネジャー。国立病院機構中央医療安全管理委員会委員、国立病院機構専門委員会委員、

国立病院機構病院医療安全管理者ネットワーク代表、医療事故・紛争対応研究会の中国・

四国地方の世話人を歴任。呉医療センターの医療安全活動は、ＮＨＫ広島『お好みワイド』，

ＮＨＫ『クローズアップ現代』雑誌『医療安全７』で紹介され、2007年には『診療行為に関連した

死亡に係る死因究明等のあり方に関する検討会』で発言する等、精力的に活動中。 

 

 

 

 

 

 

＜研修申込・問い合せ先＞ 

〒７５３-００１１ 

山口市宮野下 

山口県立大学看護研修センター 

TEL&FAX：０８３‐９３３‐１４１１ 

e-mail: kensyu@n.ypu.jp 

 

 

 

 

 

 

＜申込方法＞ 

申込用紙に必要事項をご記入の上、 

持参、郵送、FAX または、e-mail で上記宛先までお送りください。申込は先着順とし、受講が

決定した方には、追って受講通知書をお送りいたします。（申込用紙はホームページでも入

手できます。）	 

至 新山口 

 

講堂はこちらです。 

＜会場案内図

＞ 


